
令和6年度　第２回　日野市農業懇談会　要点録
日　時　令和７年３月2５日（火）午後2時～4時　日野市役所５０７会議室
出席者
12名
1
籏野　利之　　日野市農業団体連合会会長
2
清水　雄一　　日野市農業団体連合会副会長市民公募者
3　　 土方　京子　　日野市女性農業者・みちくさ会会員
4
岩沢　宏　　　日野市農業委員会会長
5
金子　峰男　　日野市農業委員会会長職務代理者
６　　 小林　和郎　  東京都南多摩農業改良普及センター所長
７     野瀬　友利　　東京都農業振興事務所農務課長
８     田倉　勉　  　東京南農業協同組合日野支店指導経済課長
９　　 河野　一法    東京南農業協同組合七生支店指導経済課長

10　　　帆足　千栄子　市民公募者
11　　 因　由利　　　市民公募者
12　　　木村　奈緒美　市民公募者
　　　　事務局：都市農業振興課課長補佐、担当者
1．開会　（都市農業振興課課長補佐）
2．第４次日野市農業振興計画・前期アクションプランの令和6年度実施検証について
　　　・・・・・資料№②　第4次日野市農業振興計画・前期アクションプラン進捗管理表
アクションプラン115　女性農業者への支援について
委員：
みちくさ会の活動でやっているルバーブ栽培については、せっかくいい苗なのに猛暑で苦戦しています。ルバーブは、本来は涼しい気候で育つもの。なるべく今まで続けてきた活動は続けていきたい。ルバーブジャムは好評。
アクションプラン11６　農業者の出産・育児・介護環境の改善について
事務局：
ライフステージに合わせたサポートの必要性を感じているが、実際に農業者から相談はきていない。進んでいる自治体の事例があれば知りたい。
委員：
東京都では、令和６年度から主に介護というよりは妊娠出産育児のときのサポート制度を創設した。これからは、女性が経営者の農業者も多い。ご自身が働けないことで農業経営が成り立たないという場合に、人を雇って、自分の代わりに働いていただく方に対して支援する内容。東京都が農林水産振興財団にお金を出し、積んでいただき、そこから農業者にお支払いするような形になっている。今年度から始めて、活用事例はほとんどない。今やっと制度を周知してるような状況。農家の家族の中で妻が出産育児をするような場合が多く、人を雇うというところまでまだ至ってない。しかし制度は作っておくべきだと考えている。
委員：
制度を周知してほしい。

委員：
雇用する法人が1/2を負担、50万円くらいを助成する仕組みなっていたかと思う。
アクションプラン11７　農業者が開設する農業体験農園の整備の推進について
事務局：
農業者の所得向上につながるため農業体験農園を増やしたいが、農業者にとってはハードルが高くここ数年は新たな農園の開園にいたっていない。

委員：
農業会議がサポートしている。農業体験農園を商売にしている企業がある。

委員：
自分が所有している田んぼがあるため、稲作でできないかなと思う。都内からやりた方を集められないか。
委員：
企業が運営する農園は、農業者にとって負担となる運営の手間を企業がサポートしていることで成り立っている。

委員：
民営だから体験料は高め。農具や水道設備等、施設はしっかりしている。有機栽培をやりたい方が集まる。企業はやりたい人を探すのも上手。
委員：
企業がやっているところは、比較的駅に近い等、良い立地。
委員：
農業経営にプラスになるため、開設の費用やノウハウに対する支援を行ってほしい。

委員：
体験農園は区画数が多いと1回だけの講習では全員教え切れないため、週に2回同じことを教えなければいけないといったこともあり、ハードルになっている。
委員：

東京都では、小金井の農園で体験農園卒業生が体験農園の運営をサポートする仕組みを始めた。日野市でも体験農園の手がまわらない農業者がいればお声がけください。
委員：
現在は体験農園の料金は４万円だが、６万円ぐらいには増やしてほしい。
委員：
市内の体験農園の農業者の中で、高齢になって閉園しようとしたところ参加者からの強い要望で続けている方がいる。
委員：
農業体験農園を通じて農業者と市民の信頼関係が生まれ、手伝いに来るようになり、コミュニティが出来上がってくる。だんだん本人がいなくてもやっておいてくれるようになる。

委員：
農地を減らさないことが一番大事なので、体験農園という形でも自分の農地は残していきたい。農業者が若いうちから体験農園をつくってもらい、長く続けてコミュニティを育ててもらいたい。
委員：
教えるのがやっぱり難しいというハードルがあるが、教え方の何か講習もあるようだ。
アクションプラン２２４　交流型（市営）市民農園の開設について
事務局：
共同で農作業を行う農園の開園準備をしている。なるべく自立していけるような農園運営を目指している。

委員：
今後こういう農園を増やしていくと良い。市民がこの農業に触れる機会っていうすごい大事な機会だと思う。
事務局：ニーズが多様化しているため、何が必要とされているのか模索しながら進めていきたいと思っている。
アクションプラン３３１　農地の貸借の支援について

委員：
農地の貸借はプラスもあればマイナスもある。黙ってると農地は高齢化や後継者不足、相続税によってなくなってしまう。日野市の生産緑地はヘクタール切ってしまった。貸借をすすめるよう、農業委員会から日野市に意見書を提出した。
委員：
日野市では、区画整理事業を盛んにやっている。住宅を作るための区画整理事業であるので、道路づけがあり、資産価値が高い。相続が発生すればすぐに相続税対策のために売られてしまう。
委員：
これまで生産緑地の買取申し出があっても市が買い取ったことはないと思うので、この辺りの農地が出たら買うという位置づけをしておいた方がよい。都市計画等で予め位置付けておき、予算化してほしい。
委員：
調布市や世田谷区では農ある風景育成地区の制度を活用し、絶対に残す農地として位置付けている。買取に対する東京都の補助金は2分の1から3分の2に増やした。どうしても残したい農地は最終的に公有地化しかない。
東京都では、農地の長期賃貸借の奨励金を大幅に拡充した。農地を借りた農業者や新規就農者が安心して営農していただくためには、相続が発生しても最低10年ぐらいは借り続けられることが必要。
委員：
高齢になって自分で耕作が難しい農業者は賃貸借で貸してほしい。令和７年度版のパンフレットを配布して農業者に周知してほしい。
委員：
貸借のマッチング仕組みをじっくり考えていかなければいけない。区画整理事業で４割くらい減歩されている状況を市民は知らない。事務所や工場は高層化すれよいが農地はそうはいかない。
委員：

周辺に住宅がきて近隣関係が難しくなり農業をやりづらくなる。建物が建って日陰ができてしまう。
アクションプラン３１４　日野産農産物共同直売所の運営について
委員：

地産地消は市民に求められている。酷暑でも生産きるよう普及センターの指導をいただきたい。
委員：
みなみの恵みでは、地元の農産物が少なくっているとのこと。地元の物がなければお客さんが遠のいてまう。
新規就農者にとっても魅力あるやりたくなる農業になれば未来もあると思う。
委員：

いろいろな市を見てきたが、日野市の農業者が一番恵まれている。農業者ことをこんなに考えてくれる行政は他にない。
委員：
普及センターのフォーラムで猛暑対策をテーマにした。

日野市でもヒートポンプを導入されている農業者があるが、夏のエアコンで使うのは電気代がかかり過ぎる。せめてエアコン付きのトラクターを使うとよい。最近では30馬力以上のトラクターでは空調が効いたものがある。労働環境の改善のため、そういった機械を導入すると良い。
アクションプラン３１２　学校給食供給農家数の確保について
委員：
地区を超えた出荷調整やみなみの恵みの在庫もうまく活用して出荷量を確保したい。
事務局：
令和６年度は日野市の給食事業は注目された。給食出荷者５名が都知事から表彰された。
委員：
平山地区では新規就農された方にお声がけして、ハウスがないとか販路がないとかいうところを学校給食に囲いこんだ。
委員：
平山地区の農家が若い方をよくみてくれている。新規就農者は農地をまず借りられないといけない。日野市ではその部分で苦戦をしている。

委員：

娘が小学生になり、今年1年間給食がおいしいと楽しみにしている。野菜を食べられるようになって、給食のおかげ。ファーマーズセンターがふれあい館に出張販売に来てくれる。そこで買ったいちごが美味しかった。こんなに美味しいのに知らない人が多い。
事務局：
ファーマーズセンター、みなみの恵み等で日野産野菜が買える。
委員：
新鮮なものが直売に出るのが日野の魅力。
３.　閉　会　
（事務局）次回の第２回日野市農業懇談会の開催は令和７年３月の予定。内容は令和６年度の農業振興計画の実施状況報告。
